
 

 

 
 

 

 
住
民
の
暮
ら
し
切
り
捨
て
る 

「都
構
想
」・住
民
投
票
で
決
着
を
！ 

大
阪
府
議
会
（
8
月
28
日
）
に
続
い
て
、
大
阪
市
議
会
（
9
月
3

日
）
で
、
大
阪
市
を
廃
止
し
４
つ
の
「
特
別
区
」
に
解
体
す
る
「
協

定
書
」
を
議
決
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
維
新
は
11
月
1
日

に
大
阪
市
の
廃
止
・
分
割
を
問
う
「
住
民
投
票
」
を
行
お
う
と
し
て

い
ま
す
。 

大
阪
市
を
4
つ
の
特
別
区
に
分
割
す
れ
ば
経
費
が
増
大
す
る
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。
法
定
協
議
会
に
出
さ
れ
た
資
料
に
は
新
庁
舎
建

設
を
先
送
り
し
て
も
初
期
コ
ス
ト
241
億
円
に
加
え
、
毎
年
30
億
円

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
い
う
無
駄
な
経
費
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
特
別
区
の
一
般
財
源
は
大
阪
府
に
多
く
吸
い
上
げ
ら
れ
、
大

阪
府
か
ら
「
調
整
交
付
金
」
を
も
ら
う
従
属
団
体
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
し
か
も
、
国
か
ら
の
財
源
の
地
方
交
付
税
は
特
別
区
に
必
要

な
年
額
を
約
200
億
円
下
回
っ
て
し
か
交
付
さ
れ
な
い
た
め
収
入
減

は
確
実
で
す
。
そ
の
結
果
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
が
起
こ
り

ま
す
。
ま
た
、
維
新
は
「
コ
ス
ト
を
抑
え
る
」
と
特
別
区
の
新
庁
舎

は
作
ら
ず
、「
中
之
島
合
同
庁
舎
」
と
す
る
と
言
っ
て
お
り
、
新
し
い

「
淀
川
区
」
な
ど
は
、
職
員
の
多
く
が
特
別
区
外
で
執
務
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
状
況
で
コ
ロ
ナ
を
は
じ
め
災
害
へ
の
対
応
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

「
大
都
市
特
別
区
設
置
法
」
は
、「
協
定
書
の
内
容
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
い
説
明
」
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
5
年
前
に
は
39
回
開

催
し
た
住
民
説
明
会
が
、
今
度
は
8
回
し
か
開
催
し
な
い
な
ど
、
住

民
に
対
す
る
説
明
は
ま
っ
た
く
不
十
分
で
す
。
永
年
の
歴
史
を
持
つ

大
阪
市
の
廃
止
を
住
民
へ
の
説
明
も
な
い
ま
ま
投
票
で
決
め
て
し
ま

う
の
は
民
主
主
義
の
否
定
で
す
。
こ
う
し
た
面
か
ら
も
、
住
民
投
票

は
中
止
す
る
べ
き
で
す
。 

大
阪
市
廃
止
・
分
割
構
想
（「
都
構
想
」
）
の
ね
ら
い
は
、
大
阪
府

と
大
阪
市
の
財
源
を
カ
ジ
ノ
を
含
む
Ｉ
Ｒ
や
万
博
を
誘
致
す
る
た
め

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
大
型
開
発
に
集
中
投
資
す
る
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
大
阪
市
外
に
投
資
さ
れ
て
い
た
財
源
を
含
め
、
大
阪
市
以
外
の

自
治
体
の
権
限
と
財
源
の
集
中
も
進
め
よ
う
と
い
う
も
の
。
こ
れ
は
、

大
阪
府
が
住
民
の
暮
し
を
支
え
る
地
方
自
治
体
の
役
割
を
放
棄
し
変

質
す
る
こ
と
で
あ
り
、
大
阪
市
民
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
だ
け
で
な

く
、
大
阪
市
以
外
の
自
治
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
す
。 

 

次
は
吹
田
が
狙
わ
れ
ま
す 

都
構
想
反
対
の
運
動
募
金
へ
の
ご
協
力
を
！ 

こ
の
計
画
が
実
行
さ
れ
れ
ば
、
吹
田
市
な
ど
近
隣
都
市
は
住
民
投

票
で
は
な
く
、
議
会
の
議
決
だ
け
で
「
特
別
区
」
へ
の
編
入
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
こ
の
「
都
構
想
」
は
対
岸
の
火
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

吹
田
民
商
は
大
阪
の
す
べ
て
の
民
商
と
一
緒
に
な
っ
て
「
都
構
想

反
対
！
住
民
投
票
中
止
を
」
と
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
運

動
に
必
要
な
資
金
の
募
金
を
集
め
て
い
ま
す
。
今
月
か
ら
各
支
部
で

役
員
・
事
務
局
が
お
伺
い
し
ま
す
。 

500
円
程
度
の
募
金
へ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

家
賃
支
援
給
付
金
申
請
の
注
意
点 

確
定
申
告
書
で
売
上
金
額
が
確
認
で
き
な
い
場
合 

個
人
事
業
主
で
白
色
申
告
の
場
合
、
確
定
申
告
書
の
収
入
金
額
欄

に
記
載
が
な
い
こ
と
で
修
正
依
頼
が
届
い
て
い
ま
す
。 

持
続
化
給
付
金
と
同
様
に
「
収
支
内
訳
書
」
を
添
付
し
て
売
上
金

額
を
証
明
し
て
く
だ
さ
い
。
添
付
す
る
場
所
は
「
誓
約
書
」
の
次
に

あ
る
「
そ
の
他
の
書
類
」
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
添
付
す
る
画
像
や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
フ
ァ
イ
ル
名
を
「
収
支
内
訳
書
」

に
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

賃
貸
借
契
約
書
等
証
明
書
の
署
名
欄
は
必
ず
「
自
署
」
で 

大
家
さ
ん
が
証
明
書
に
「
ゴ
ム
印
（
会
社
名
・
代
表
者
名
）
と
代

表
者
印
」
を
捺
印
し
て
い
た
こ
と
で
修
正
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
賃

貸
借
契
約
書
等
証
明
書
の
署
名
欄
は
必
ず
「
自
署
」
で
す
。 

 
証
明
書
・
様
式
5―

3
の
契
約
期
間
を
間
違
え
て
記
載
し
て
い
た 

こ
こ
で
証
明
が
必
要
な
契
約
期
間
は
今
年
の
3
月
31
日
お
よ
び

申
請
日
の
両
方
で
、
契
約
が
有
効
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
一
つ
は
現
在
の
契
約
期
間
を
記
載

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
現
在
の
契
約
期
間
に
２
０
２
０
年
3
月

31
日
が
含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
2
行
書
き
で
一
つ
前
の
契
約

期
間
を
記
載
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

賃
貸
借
契
約
書
の
添
付
が
足
り
な
い 

賃
貸
借
契
約
書
の
添
付
す
る
際
の
、
必
要
項
目
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

・ 

賃
貸
借
契
約
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
こ
と 

・ 

建
物
・
土
地
の
契
約
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
こ
と 

・ 

物
件
の
所
在
地
が
わ
か
る
こ
と 

・ 

契
約
時
の
借
主
・
貸
主
の
名
義
が
わ
か
る
こ
と 

・ 

契
約
期
間
が
わ
か
る
こ
と 

・ 

賃
料
と
共
益
費
・
管
理
費
が
わ
か
る
こ
と 

・ 

署
名
・
押
印
が
確
認
で
き
る
こ
と 

こ
れ
ら
の
必
要
項
目
が
多
く
署
名
・
押
印
は
契
約
書
の
最
後
に
単

独
の
ペ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
複
数
ペ
ー
ジ
に
渡
り
ま
す
。
パ

ソ
コ
ン
と
ス
キ
ャ
ナ
で
申
請
す
る
場
合
は
、
複
数
ペ
ー
ジ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
撮
影
し
て
申
請
す
る

場
合
は
、
必
要
な
ペ
ー
ジ
を
す
べ
て
コ
ピ
ー
し
て
並
べ
、
一
枚
の
写

真
に
収
ま
る
よ
う
に
撮
影
し
添
付
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

 伝
言
板 

無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
） 

9
月
17
日
（
木
）
13
時
00
分 

民
商
会
館 

北
大
阪
総
合
法
律
事
務
所
さ
ん
に
よ
る
出
張
相
談
会
で
す
。 

 

家
賃
支
援
給
付
金
・
持
続
化
給
付
金
相
談
会 

9
月
17
日
（
木
）
19
時
00
分
・
18
日
（
金
）
14
時
00
分 

必
要
書
類
は
8
月
31
日
号
で
確
認
す
る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 


